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卒
業
生
の
進
路
の
話
を
も
っ
と
掲
載
し

て
ほ
し
い
で
す
。「
先
輩
に
続
け
」の
コ
ー

ナ
ー
を
ふ
や
し
て
、も
っ
と
実
体
験
の
話

を
き
か
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。父
兄

と
し
て
は
、進
路
の
事
が一
番
心
配
に
思
っ

て
い
ま
す
。ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
れ
ば
、尚
の

事
、参
考
に
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

　

と
くtalk

を
お
読
み
頂
き
ま
し
て
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。と
くtalk

で
は「
先
輩
に
続
け
」の
コ
ー
ナ
ー
に
お
き

ま
し
て
、各
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
徳
島

大
学
の
卒
業
生
を
取
り
上
げ
て
お
り
ま

す
。活
躍
さ
れ
て
い
る
卒
業
生
の
言
葉
は

徳
島
大
学
学
生
の
励
み
に
な
っ
て
い
る
と

存
じ
ま
す
。学
生
や
学
生
の
父
兄
の
方
々

は
徳
島
大
学
卒
業
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
進

路
に
非
常
に
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、今
後
、卒

業
生
の
状
況
の
特
集
を
組
む
こ
と
を
検

討
い
た
し
ま
す
。

2013年夏、すべての客室・レストラン・宴会場などのリニューアルが完成しました。
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平
成
23
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
に
伴
う
福
島
原
発
事
故
が
起
こ
っ
て

以
来
、
徳
島
大
学
は
教
員
･
学
生
お

よ
び
関
係
者
が
中
心
と
な
っ
て
福
島
復

興
支
援
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
平
成

24
年
5
月
10
日
に
は
福
島
県
白
河
市
長

ら
を
迎
え
て
「
白
河
市
支
援
協
定
書
」

の
調
印
式
も
行
わ
れ
て
、
支
援
が
さ
ら

に
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
協
定
書
に
基
づ
い
て
、
現
在
で
は
、

放
射
線
の
測
定
の
み
な
ら
ず
、
放
射
線

に
関
す
る
講
習
会
を
は
じ
め
、
心
の
ケ

ア
な
ど
に
加
え
て
、
小
中
学
校
等
に
お

け
る
放
射
線
教
育
に
も
支
援
を
広
げ
て

い
ま
す
。
第
８
回
特
別
展
で
は
特
に
教

育
面
で
の
支
援
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

せ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
等
を
展
示
し

ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
翌
日
か
ら

数
日
間
の
地
元
新
聞
の
現
物
も
展
示
さ

れ
て
お
り
、
震
災
当
時
の
凄
ま
じ
さ
と

恐
怖
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
3

月
7
日
に
は
白
河
市
か
ら
の
参
加
者
と

と
も
に
福
島
支
援
活
動
報
告
会
も
開
催

し
ま
し
た
。
東
北
地
方
の
一
日
も
早
い

復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
。

第
９
回
特
別
展
で
は
、
撫
養
（
現
在

の
鳴
門
）
の
廻
船
問
屋
で
あ
っ
た
山
西

家
が
初
代
の
菩
提
と
鳴
門
の
町
民
の
た

め
に
建
立
し
た
仙
龍
寺
の
天
井
画
を
中

心
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の

阿
波
は
藍
や
塩
と
い
っ
た
特
産
物
を
全

国
市
場
に
売
り
出
す
こ
と
で
経
済
的
に

繁
栄
し
て
い
ま
し
た
。
撫
養
の
山
西
家

も
阿
波
の
商
品
を
取
引
し
て
富
を
築
い

た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
山

西
家
の
帳
簿
類
は
徳
島
大
学
附
属
図
書

館
に
寄
贈
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
お
借

り
し
て
今
回
の
ガ
レ
リ
ア
特
別
展
で
も

展
示
し
て
い
ま
す
。
主
な
展
示
物
は
仙

龍
寺
の
天
井
画
で
、
こ
れ
も
徳
島
大
学

総
合
科
学
部
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す

が
、
天
井
画
の
奉
納
者
は
山
西
家
と
取

引
の
あ
っ
た
廻
船
問
屋
等
で
あ
る
た
め
、

天
井
画
を
通
し
て
江
戸
時
代
に
お
け
る

阿
波
の
繁
栄
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
ガ
レ
リ
ア
展
示
室
」
は
一
般
市
民
に

も
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。
是
非
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

第8回特別展展示会場の様子

第9回特別展展示会場の様子

第
8
回 

特
別
展

徳
島
大
学 

福
島
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
ふ
く
し
ま 

と
く
し
ま 

と
も
に
歩
も
う
」

平
成
26
年
3
月
7
日（
金
）～
4
月
25
日（
金
）

第
9
回 

特
別
展

仙
龍
寺
天
井
画
が
語
る

「
近
世
阿
波
の
繁
栄
」開
催
中

平
成
26
年
6
月
2
日（
月
）～
9
月
5
日（
金
）

平
成
26
年
度
徳
島
大
入
学
式
を

挙
行
し
ま
し
た

　

４
月
７
日
、
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
で

平
成
26
年
度
入
学
式
を
挙
行
し
、
合
計

1,
9
5
8
名
（
学
部
1,
3
3
3
名
、
大

学
院
修
士
［
博
士
前
期
］
課
程
4
6
9
名
、

大
学
院
博
士
［
博
士
後
期
］
課
程
1
0
9
名
、

３
年
次
編
入
学
47
名
）
の
入
学
が
許
可
さ

れ
ま
し
た
。

　

入
学
式
で
は
、
入
学
生
を
代
表
し
、

医
学
部
医
科
栄
養
学
科
の
竹
治 

香
菜

さ
ん
か
ら
「
本
学
の
教
育
方
針
に
従
っ

て
学
則
を
ま
も
り
、
学
術
の
研
究
と
人

格
の
陶
冶
に
努
め
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
宣
誓
が
あ
り
、
引
き
続
き
、
在

テ
ー
シ
ョ
ン
に
続
い
て
学
長
表
敬
が
あ

り
、
学
長
の
歓
迎
の
挨
拶
、
学
生
代
表

の
挨
拶
及
び
記
念
品
の
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
徳
島
大
学
の
紹
介
、

日
本
人
学
生
と
の
意
見
交
換
、
キ
ャ
ン

パ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

２
０
１
４
年
度 

五
月
祭
を

開
催
し
ま
し
た

　

五
月
祭
は
、
こ
の
春
に
徳
島
大
学
に

入
学
し
た
新
入
生
を
歓
迎
し
、
交
流
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

企
業
の
人
事
担
当
者
が
選
ぶ

大
学
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
で
本
学
が

全
国
６
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
し
た

　

就
職
・
転
職
支
援
の
日
経
H
R
が
企

業
の
人
事
担
当
者
を
対
象
に
、
「
対
人

力
」
や
「
知
力
・
学
力
」
「
独
創
性
」

な
ど
の
５
項
目
に
関
し
て
、
新
卒
社
員

の
出
身
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
調
査
を
実
施

し
た
結
果
、
本
学
は
全
国
総
合
ラ
ン
キ

ン
グ
第
６
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
は
、
全
上
場
企
業
3,
5
4
0

社
を
対
象
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
実
施

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

本
学
は
国
公
立
大
学
出
身
者
の
評
価

が
低
か
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
や
主
体
性
の
高
さ
な
ど
で
高
得
点
を

獲
得
し
、
「
創
造
力
が
あ
る
」
の
評
価

は
全
国
１
位
で
し
た
。

学
生
を
代
表
し
て
、
薬
学
部
の 

鑛
あ
ら
が
ね 

隆
一
郎
さ
ん
か
ら
「
や
ら
な
い
で
後
悔

す
る
よ
り
は
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
し
て

ほ
し
い
、
自
分
の
国
だ
け
を
意
識
す
る

の
で
は
な
く
広
い
世
界
を
意
識
し
て
ほ

し
い
」
と
歓
迎
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
香
川
学
長
か
ら
「
ゆ
っ
く
り

腰
を
据
え
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
を
描
き
な
が
ら
、
有
意
義
な
大
学
生

活
を
送
ら
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と

の
お
祝
い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
大
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス

ツ
ア
ー
に
来
ま
し
た

　

４
月
18
日
、
徳
島
大
学
は
四
国
地
区

の
大
学
で
初
め
て
、
青
年
交
流
事
業

「JE
N
E
SYS2.0

」
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基

づ
き
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
大
学
生
26
名
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。

  

本
事
業
で
は
、
日
本
経
済
の
再
生
に

向
け
て
、
日
本
に
対
す
る
潜
在
的
な
関

心
を
増
進
さ
せ
、
訪
日
外
国
人
の
増
加

を
図
る
と
共
に
、
日
本
の
強
み
や
魅
力

等
の
日
本
ブ
ラ
ン
ド
、
日
本
的
な
「
価

値
」
へ
の
国
際
理
解
を
増
進
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。　

　

日
亜
会
館
で
行
わ
れ
た
オ
リ
エ
ン

叙 

勲
平
成
26
年
春
の
生
存
者
叙
勲
を
次
の
方
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
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綬
章
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徳
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学
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誉
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授
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育
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綬
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尚
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徳
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大
学
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育
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功
労

学長表敬

学食にて昼食会
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模擬店

企業の人事担当者が選ぶ
大学総合ランキング
順位　   大学名
  1　　 京都大学
  2　　 神戸大学
  3　　 大阪市立大学
  4　　 筑波大学
  5　　 一橋大学
  6　　 徳島大学
  7　　 早稲田大学
  8　　 慶應義塾大学
  9　　 九州大学
10　　 名古屋大学
（日本経済新聞6月16日朝刊掲載）


